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計画Step

1.地域課題、要求事項の抽出

庄内地域に従業地を有する医師数は、⼈⼝ 10万⼈当たり 194.1 ⼈で県全体を下回っている。また、
診療科別に⾒てもいずれの診療科も県全体より下回っている状況である（厚⽣労働省「医師・⻭科医
師・薬剤師調査」より）。そのため、限られた医療資源を各施設が役割分担に基づき、シームレスに連
携する必要性が⾼まっていた。
各医療機関でインフラが整備され、院内での電⼦的な情報共有が進んでいた反⾯、地域の医療連携は
依然として紙ベース・資料ベースであったため、ICTによる効率化を⽬指すことを⽬標に掲げ、道南
Medika（北海道）、あじさいネット（⻑崎県）等の先進事例を参考に、同地域の課題が医療情報ネッ
トワークで解決可能であると考えた。
鶴岡地区においては、2000年から運⽤のNet４Uのユーザーである同地域の診療所が、同システム上
から情報開⽰病院のカルテに容易にアクセスが可能となり閲覧できるメリットがあった。Net４Uは医
療と介護などの多職種間の連携を⽀援するツールであるが、ID-Linkに参加することでその機能の強化
が図られることを期待した。

【酒⽥地区】

・限られた医療資源を各施設が役割分担に基づき、シームレスに連携する必要性が⾼まっていた。
・中核病院と地区医師会同⼠の交流が積極的にされてきた背景もあり、資源不⾜の課題が地域で共有
されていた。
・地域の⾼齢化が進む中で、⾃⾝の病気や治療の状況を正確に把握できていない患者が増加してい
た。

【鶴岡地区】

・地域全体で⼀貫した連携医療を⾏う環境が必要であった。
・地区医師会が回復期の病院・居宅介護⽀援事業所・訪問看護ステーション・検査センターを運営す
るなど地域の医療・介護の基盤を担ってきた背景から、医療介護連携の推進が課題となっていた。
・酒⽥地区が先⾏してちょうかいネットを導⼊した背景から、地域の医療資源の有効活⽤という点も
考慮された。
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2.医療情報連携ネットワークの必要性の検討

【酒⽥地区】

・地域中核病院・診療所とのヒューマンネットワークは構築されていたものの、効率的な地域医療連
携が活発だったとはいえない⾯もあった。
・第三次救急医療を⾏う⽇本海総合病院においては、重症で緊急性の⾼い患者への迅速な受⼊体制整
備の必要があり、搬送元の医療機関からのICTを活⽤したリアルタイムな患者情報の取得が求められ
た。
・ちょうかいネットは当初から調剤薬局、訪問介護ステーション、介護施設等との情報共有を視野に
⼊れ、段階的に拡⼤することを計画していた。

【鶴岡地区】

・当地域がOPTIM（がん緩和ケア普及のための地域プロジェクト）に選定されたことを機に、地区医
師会が中⼼となり、多職種連携の議論が10年以上前からなされ、継続した活動がなされてきていた。
・2000年に当地区独⾃に構築したNet４Uを、より多職種連携のためのソーシャル・ネットワーキン
グ・サービスとして2012年に全⾯改訂するなど、医療介護資源の有効活⽤にあたってICTの活⽤の議論
が継続的になされていた。
・「Net4Uに情報登録することで医療介護情報の連携は⾏われていたが、医療情報連携ネットワーク
によって電⼦カルテの閲覧ができることで、情報連携をさらに推進することが期待された。
・鶴岡地区の診療所は荘内病院との医療連携が主で、同病院もNet4Uに参加していた。しかし、電⼦
カルテから⾃動で情報登録する機能がないなどの課題があった。ちょうかいネットに参加することで、
Net4Uを利⽤する診療所が荘内病院の患者情報を閲覧できるメリットが⽣まれるため、参⼊の検討を開
始した。

3.事業概要の決定

【システム⾯において】

・電⼦カルテの診療録を開⽰する
・USBメモリおよび紙ベースで運⽤している地域連携パスを電⼦化する

【運⽤⾯において】

・利⽤にあたって特別なソフトウェアや回線⼯事を必要としない
・利⽤⼿続き等はなるべくシンプルにし、利⽤料は徴収しない

【開⽰するコンテンツの想定】

・診療録（医師記録）、処⽅、注射、患者バイタル
・⼊院サマリー（退院時要約）
・放射線画像
   CT・MR（JPEGとDICOM）単純X-P、核医学検査
   PET-CT、シネアンジオ（動画で参照可）
・放射線読影レポート（キーフィルム添付）
・検体検査、細菌検査、病理報告書（切出しの病理画像添付）
・紹介状
・地域連携パスなどのファイル（Excel・Word）

（2019年現在では上記に追加して）
・看護サマリー
・内視鏡画像
・⼼電図

４．事業運営主体の組織の設置

【酒⽥地区】

意思決定機能︓酒⽥地区医療情報ネットワーク協議会

- ３．参加機関の募集・説明・契約

- ４．参加患者募集

- ５．評価・課題整理

更改Step

- １．改善事項検討



事務局機能︓⽇本海総合病院
機能等要件決定機能︓酒⽥地区医療情報ネットワーク協議会

【鶴岡地区】

意思決定機能︓鶴岡地区医療情報ネットワーク協議会
事務局機能︓鶴岡市⽴荘内病院・鶴岡地区医師会（平成29年まで２事務局で運営）
機能等要件決定機能︓鶴岡地区医療情報ネットワーク協議会

医療情報ネットワーク協議会の設置

・酒⽥地区医療情報ネットワーク協議会
・鶴岡地区医療情報ネットワーク協議会

5.個⼈情報保護⽅針などの作成

権限による制限の考え⽅としては、施設単位での閲覧許可とし、患者本⼈による制限の可否とその内
容については、患者が指定した施設のみ閲覧可能とした。これらはネットワークの運⽤規程に明記され
た。また、個⼈情報保護⽅針は、各⾃治体の個⼈情報保護条例に拠るものとした。

【酒⽥地区】

酒⽥地区医療情報ネットワーク運⽤規程に明記

【鶴岡地区】

鶴岡地区医療情報ネットワーク運⽤規程に明記

施設ごとに同意書の提出を求めるための個別同意に関する届出書は以下のものを作成した。
・ちょうかいネット医療施設指定届出書(医療⽤)

・ちょうかいネット医療施設指定届出書(介護⽤)

ちょうかいネット医療施設指定届出書(医療⽤)



ちょうかいネット医療施設指定届出書(介護⽤)



6.ガイドライン・標準化規格などの確認

「医療情報システムの安全管理に関するガイドライン 第5版」に準拠するものとした。

７．システム化⽅針決定

データ連携⽅式として、リンク型（各機関のシステムを中央でリンクさせ相互に参照し合う、リポジ
トリ⽅式）を採⽤することとした。
ネットワークの核となるID-Link導⼊については、平成22年5⽉に酒⽥地区医療情報ネットワーク協
議会を設⽴し、酒⽥地区医師会、酒⽥地区⻭科医師会、酒⽥地区薬剤師会、県庄内総合⽀庁保健企画
課、酒⽥市健康福祉部健康課、⽇本海総合病院、酒⽥医療センター、本間病院、⼋幡病院が参加。部会
として地域医療連携パス検討委員会、システム構築検討委員会を設置した。
システム構築検討委員会では情報の開⽰⽅法、内容について協議し、検討結果を元に仕様書を作成、
協議会にて承認された。
平成22年9⽉に⼊札を⾏い、ID-Linkの導⼊が正式決定されたことにより、協議会事務局において管
理規程・マニュアルの検討を開始。地域医療連携パス検討委員会にておいてID-Linkを利⽤したパス運
⽤の検討を開始。また、利⽤者説明会の実施、システム環境の調整・確認などが順次進められた。



８．事業計画・収⽀計画⽴案

全体プロセスとしての事業計画は以下の通りである。

予算申請︓平成22年5⽉
運営主体組織化︓平成22年5⽉
機能検討開始︓平成22年5⽉
事業者決定︓平成22年9⽉
施設募集開始︓平成23年1⽉
患者募集開始︓平成23年1⽉
システム運⽤開始︓平成23年4⽉

【酒⽥地区】

初期費⽤合計︓29,925千円
初期費⽤の負担者︓地域医療再⽣基⾦
初期費⽤の対象期間︓１年間（H22年）

【鶴岡地区】

初期費⽤合計︓40,105千円
初期費⽤の負担者︓地域医療再⽣基⾦

各医療機関における導⼊費⽤は以下の通りである。
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